






































































































対象 1 平成21年度第 1学年の学生
内容・方法
A組 .B組各l講座 (90分)授業
























































































表 1 学校における解剖経験 A看護短大
平成21年 平成22年 合計 (N=103)
度 (N=58) 度 (N=45)
有;無 有;無 有:無
人数l人数 人数 l人数 人数 l割合(%):人数 l割合(%)
学校(小中品 26 32 23 22 49 47.6 54 52.4 のいずれか)
小学校 5 53 5 40 10 9.7 93 90.3 
中学校 5 53 3 42 8 7.8 95 92.2 











































平成21年度 (N=58) I平成22年度 (N=45) 
全体解剖 |部分| 全体解吉IJ I部分種類 l I l=I ~rn I clJn 合計
E 生体 I?E体|解音IJI生体|死体|解剖
制--:~-+--~ --1-2 --1---1---+-+ --1---1-~ 
カエル 1 2 
If-;.;完1-----1---1-+ --1 --1----1-+-1-~ 
ブタの心臓











? ? ?? ? ? ?
























4 15-617-91 :，';'~'I 以上l以上213 
~ f----:~--+-----I ユ 1----1-~ -1--1-1----1---12ーに-
カエル 2 
1 f -;.;-~;--1---1_1_ -1-}-1--~ -1---1---¥ ---¥--¥ -~
ブ:$lの心臓
カエル 2 2 
マウス
ヒJレ
イカ 2 2 4 
メダカ
iljiH 
ブタの目 1 2 1 19 5 28 
ブタの心臓 1 1 1 2 3 
ブ:$lの腎臓 2 3 
トリの頭 3 2 1 38 
トリの内臓
言十 10 1 36 25 o 1 5 I 7 I 85 
i主)* :種不明の魚
。 。??
表4 r魚の解剖jアンケー卜、授業シートの記述例 A看護短大 平成22年6月調査
学生 ① ①の理由 ② ②の理由 授業シート 〔まとめ・感想〕 命体!科生No. 
脳から神経が長くつながっているのはすごいと思った。自の中
脳などの器官を実際に見 の水晶体はガラス玉のようにすきとおっていてきれいだった。


















11月に人の体の解剖が 臓器の名前等は勉強して 今回解剖しでわかったことはまず、心臓があればいつまでも冗気でいるということがわかりました。そしてその心臓は取り出あるので、そのときに衝 覚えても、本物を見る機 しでも動き続けていて、これが自動性なのだなと思いました。4 1 撃を和らげたり、内容を 会はめったにないので良 また、たまたまメスで卵巣があり、大きさに驚きました。臓器 0:0:0:0 より理解するためにもや い機会でした。よかった が一つ一つつながっていて切り離しにくかったです。一番衝撃りたかったです。 です。 を受けたのは脳で骨に包まれている横子にびっくりしました。 . 
心臓が思っていた以上に小さくて篤いた。魚は多くの骨があっ
解剖して体の内部をちゃ て、硬くて切る事が大変だった。浮き袋には空気が入っていて























8 3 は見たかったです。 3 立つけれど、沢山卵を 化管はピンク色で意外と全ての器官が鮮やかで想像していたも持っていた魚を解剖した のとは全く遣いました。消化管が40cm程あってそんなに長いので切なかったです。 ものが小さい体に入るなんてと思いました。また神経を触った
ら心臓もないのに体がビクッと動いてすごいな と思いました。
i主) 回答の記述は代表例を挙げ、魚の解剖を「やりたくなかったJrわからないjと答えた学生の回答例の割合を多く示した。
①:アンケート「魚のかいぼうjをじっさいにやってみたいと思ったかワに対する回答 1.やりたかった 2.やりたくなかった 3.わからない。









人数 26 o 26 
やりたかったいー・
割合 o 45 45 
やりたくな
かった
人数 17 11 6 
割合 19 10 29 
人数 14 15 
わからない h・一一一一一・・一一一一一一--6一一一一一一一.6-一一一一一一-
割合 24 2 26 
人数 51 7 58 
計








外部の器官・組織 | 認識数 ! 認識率 | 認識数 j 認識率
1.口 58 100 45 100 
上顎 58 100 45 100 
下顎 58 100 45 100 
2 目 I58 100 I 45 100 













100 45 100 
100 45 100 
100 45 100 
100 45 100 
100 45 100 
100 45 100 
100 45 100 
98 44 98 
93 45 100 
93 45 100 
93 40 89 





よくなかったよかった | わからない 計
人数 27 4 31 
やりたかった h 一一一一
割合 60 9 69 
やかりたっつたくな I 割人数合 9 o 9 -・ー_ー.・ー・・ーーー -ー------------- ・ーーーーーーーーーーーー ・ー
20 o 20 
人数 3 2 5 
わからない h 一一一一一--...一一一一一一一・一一一一一一一-.-一一一一一一一
割合 7 4 11 
人数 39 6 45 
計








内部の器官・組織 認識数 認識率 認識数 ! 認識率
1.鰐 58 100 45 
B 
100 ' 
2.心臓 58 100 45 ' 100 E 
8 
3.消化管 58 100 45 ' 100 
目
4.卵巣 58 100 45 
a 
100 ' ' 
5.浮き袋 58 100 45 ' 100 
6.胆嚢 47 
e 
81 42 93 .
' 
7.神経 47 ' 81 42 93 ' 。 .
8.大脳 47 ' 81 45 
目
100 . 目a .
9.小脳 46 ' 79 44 ' 98 目
' 
10.血管 45 ' 78 42 93 ' 
11.肝脇 38 ' 66 35 78 e 。 .
12.輸卵管 35 60 12 ' 26 B 
' 
13.腎脇 33 ' 59 23 ' 51 ' B ' 
14.輸尿管 28 48 14 31 ' 
15.延髄 27 
E 
47 34 76 
16.腕脱 20 34 16 36 
17精巣・ 13 22 42 93 






器官 認識数 ( 認識率 | 認識数 j 認識率
心臆 58 100 I 45 100 
・----------ーー・・・・・+・・ー・・・ーー・・+・・・・・・・・ー・+-・・・・・・・・・4砂ーー -ー------
心房 37 倒 36 80 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・+---・・・・・ー・・・・・・・・・・・・+--・・・・・・・・+----------
心室 37 64 36 80 
頭部側線器官 41 71 36 80 
眼上管 39 67 35 78 
眼下管 39 67 34 76 
下顎管 40 69 31 69 
鰻 58 100 I 45 100 
鰻弓 29 50 33 73 
銀弁 29 50 30 67 
銀杷 30 52 29 64 
注))数値:認識数. 割合:各頃目の各総計に対する割合(%)
表7 記述内容の分類
平成21年度 (N=58) 平成22年度 (N=45) 
回答件数 割合(%) 回答件数 割合(%)
1.体験 58 100 45 100 
2.科学的知識 58 100 45 100 
3.生物多様性 54 93 40 89 


































































































































































































領の内容に基づく(文部省， 1999a 2) ; 1999b 3) ; 
1999c 4); 1999d 5) ;2000a 6) ;2000b 7)) (文部科学省，
2005a 8) ; 2005b 9) ; 2008alO) ; 2008bl) ; 2008c12) ; 
2008d 13) ; 200914))。
3)学校教育における解剖実施に関しては、鳩員、
岩間らの報告がある(鳩貝ほか， 200416); 200817) 
(IWAMA et al， 2008aI8)) (岩間ほか， 2008bI9); 
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